
 

新国立競技場（オリンピックスタジアム）ペデストリアンデッキ形状の見直しについて 

 

 新国立競技場（オリンピックスタジアム）のペデストリアンデッキ形状を見直し、

明治公園の立体的な範囲を変更して一部を地表化 

（第 218回東京都都市計画審議会（平成 29年 10月 31日開催）において、 

明治公園の立体的な範囲の変更を決定） 

 地表化された公園部分は敷地面積から除くこととするため同面積を変更 

 外苑西通り側のペデストリアンデッキ上に予定していたせせらぎについては、 

地上部に整備 

 

 

◆主な建築物の概要 

項 目 見直し前（評価書時点） 見直し後 

敷 地 面 積 約 113,000㎡ 約 109,770㎡ 

建 築 面 積 約 72,000㎡ 約 70,150㎡ 

延 床 面 積 約 194,000㎡ 約 193,880㎡ 

 

  ※緑化面積については、地表化公園となった部分を含めれば変更なし。 

   地表化により、既存樹木の保存が１本増加。 
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